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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第６期

第２四半期累計期間
第５期

会計期間
自2022年５月１日
至2022年10月31日

自2021年５月１日
至2022年４月30日

売上高 （千円） 11,973,010 14,164,140

経常利益 （千円） 4,310,195 4,149,013

四半期（当期）純利益 （千円） 2,988,013 2,793,063

資本金 （千円） 139,310 104,120

発行済株式総数 （株） 29,993,435 29,943,435

純資産額 （千円） 9,377,136 6,318,742

総資産額 （千円） 13,287,264 9,353,326

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 99.66 93.28

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 93.52 －

１株当たり配当額 （円） － －

自己資本比率 （％） 70.6 67.5

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 2,457,319 2,718,495

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △74,934 △34,540

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △65,824 △455,780

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 8,187,985 5,860,698

 

回次
第６期

第２四半期会計期間

会計期間
自2022年８月１日
至2022年10月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 50.79

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．当社株式は、2022年６月８日に東京証券取引所グロース市場に上場したため、第５期の潜在株式調整後１株

当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であり期中平均株価が把握で

きないため記載しておりません。

３．当社株式は、2022年６月８日に東京証券取引所グロース市場に上場したため、第６期第２四半期累計期間の

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、新規上場日から第６期第２四半期会計期間の末日までの平均株

価を期中平均株価とみなして算定しております。

４．当社は、第５期第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第５期第２四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

５．当社は、2022年１月５日付で普通株式１株につき15株の割合で株式分割を行っております。そのため第５期

の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

６．１株当たり配当額については、配当を実施していないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前第

２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行ってお

りません。

 

(1）財政状態の状況

（資産）

　当第２四半期会計期間末における流動資産は12,401,913千円となり、前事業年度末に比べ3,904,133千円増加い

たしました。これは主に現金及び預金が2,327,286千円、売掛金が1,303,128千円増加したこと等によるものであり

ます。固定資産は885,351千円となり、前事業年度末に比べ29,804千円増加いたしました。これは主に工具、器具

及び備品等の取得による有形固定資産の増加が15,619千円、ソフトウエアの取得による無形固定資産の増加が

23,752千円、投資その他の資産その他の増加が15,605千円あった一方で、敷金が25,172千円減少したこと等による

ものであります。

　この結果、総資産は、13,287,264千円となり、前事業年度末に比べ3,933,938千円増加いたしました。

 

（負債）

　当第２四半期会計期間末における流動負債は3,694,000千円となり、前事業年度末に比べ969,506千円増加いたし

ました。これは主に買掛金が663,936千円、未払法人税等が354,564千円増加した一方で、流動負債その他が6,751

千円減少したこと等によるものであります。固定負債は216,127千円となり、前事業年度末に比べ93,962千円減少

いたしました。これは長期借入金の減少によるものであります。

　この結果、負債合計は、3,910,127千円となり、前事業年度末に比べ875,544千円増加いたしました。

 

（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産合計は9,377,136千円となり、前事業年度末に比べ3,058,393千円増加い

たしました。これは公募増資に伴い資本金及び資本剰余金がそれぞれ35,190千円増加したこと加えて、四半期純利

益2,988,013千円の計上により利益剰余金が増加したことによるものであります。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「現金」という。）は、前事業年度末と比べて

2,327,286千円増加し、8,187,985千円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況及び主な増減要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は2,457,319千円となりました。

　これは主に、税引前四半期純利益4,310,195千円、売上債権の増加額1,303,128千円、法人税等の支払額995,123

千円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果支出した資金は74,934千円となりました。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出51,883千円、無形固定資産の取得による支出23,150千円によるもの

であります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果支出した資金は65,824千円となりました。

　これは主に、長期借入金の返済による支出136,204千円、株式の発行による収入70,380千円によるものでありま

す。
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(3）経営成績の状況

　当社は「魔法のような、新体験を。」というコーポレート・ミッションのもと、新しいエンターテイメントを提

供する会社として、VTuberグループ「にじさんじ」の運営を主軸としたエンターテイメント領域での事業展開を

行っております。当社のVTuberビジネスは、主にYouTubeにおけるライブ配信動画を中心とした動画配信活動によ

るライブストリーミング領域、当社がＩＰを有するVTuberのオリジナルグッズや音声を録音したデジタル商品の販

売を行うコマース領域、当社所属のVTuberが出演する、音楽をはじめとしたイベントを主催するイベント領域、企

業からのタイアップ広告、ＩＰライセンス、メディア出演等の案件であるプロモーション領域の４領域で構成され

ています。VTuberグループ「にじさんじ」は日本国内を中心に、「NIJISANJI EN」は英語圏を中心にそれぞれ上記

４領域での活動に従事しております。

　国内VTuberビジネスでは、VTuberグループ「にじさんじ」に所属する日本国内で活動するVTuber数は112名（前

年同期比５名増加）、YouTube再生時間は304百万時間（前年同期比４％増）となりました。また、「にじさんじオ

フィシャルストア」や「にじさんじFAN CLUB」等の利用の際に必要となるIDであるANYCOLOR IDは714千ID（前年同

期比101％増）となりました。海外VTuberビジネスに関しても、英語圏におけるVTuberビジネス「NIJISANJI EN」

の拡大をはじめとして注力しており、VTuber数は26名（前年同期比16名増加）、YouTube再生時間は73百万時間

（前年同期比750％増）となりました。

　以上の結果、当第２四半期累計期間の経営成績は、売上高11,973,010千円、営業利益4,310,674千円、経常利益

4,310,195千円、四半期純利益2,988,013千円となりました。

　なお、当社は動画コンテンツ関連事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略しております。

 

(4）経営方針・経営戦略等

当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

 

(6）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 115,000,000

計 115,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2022年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（2022年12月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 29,993,435 29,993,435
東京証券取引所

グロース市場

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

計 29,993,435 29,993,435 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2022年12月1日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

2022年８月１

日～

2022年10月31日

－ 29,993,435 － 139,310 － 2,511,224
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（５）【大株主の状況】

  2022年10月31日現在

氏名又は名称 住所 所有株式数（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

田角　陸 東京都港区 13,597,010 45.33

LC FUND VIII, L.P

（常任代理人　大和証券株式会社）

MAPLES CORPORATE SERVICES LTD. PO

BOX 309, UGLAND HOUSE, GRAND

CAYMAN, KY1-1104, CAYMAN ISLANDS

（東京都千代田区丸の内１丁目９番１

号）

3,348,210 11.16

HODE HK LIMITED

FLAT/RM603, 06/F, LAWS COMMERCIAL

PLAZA, 788 CHEUNG SHA WAN ROAD,

CHEUNG SHA WAN, HONG KONG

2,388,000 7.96

Skyland Ventures２号投資事業有限

責任組合

東京都渋谷区道玄坂 渋谷区道玄坂2丁

目10-12 新大宗ビル3号館531号
2,110,000 7.03

株式会社ソニー・ミュージックエン

タテインメント
東京都千代田区六番町4-5 1,674,105 5.58

DAIWA CM SINGAPORE LTD - NOMINEE

HONDA YUZURU

（常任代理人　大和証券株式会社）

7 STRAITS VIEW MARINA ONE EAST

TOWER, #16-05 AND #16-06 SINGAPORE

018936

（東京都千代田区丸の内１丁目９番１

号）

1,500,000 5.00

SBI AI&Blockchain投資事業有限責

任組合
東京都港区六本木一丁目６番１号 716,550 2.39

けいはんな学研都市ATRベンチャー

NVCC投資事業有限責任組合
東京都千代田区丸の内二丁目4番1号 669,630 2.23

DAIWA CM SINGAPORE LTD - NOMINEE

SIN GROWTH PARTNERS PTE LTD

（常任代理人　大和証券株式会社）

7 STRAITS VIEW MARINA ONE EAST

TOWER, #16-05 AND #16-06 SINGAPORE

018936

（東京都千代田区丸の内１丁目９番１

号）

442,190 1.47

HIGHSINO GROUP LIMITED

Vistra Corporate Services Centre，

Wickhams Cay Ⅱ， Road Town，

Tortola，British Virgin Islands

334,815 1.12

伊藤忠商事株式会社 東京都港区青山２丁目５－１号 334,815 1.12

計 － 27,115,325 90.39
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年10月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 29,981,100 299,811

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式であり、単元株式数は

100株であります。

単元未満株式 普通株式 12,335 － －

発行済株式総数  29,993,435 － －

総株主の議決権  － 299,811 －

 

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　なお、当四半期報告書は、第２四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2022年８月１日から2022年10

月31日まで）及び第２四半期累計期間（2022年５月１日から2022年10月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　　　       0.12％

売上高基準　　　　       0.14％

利益基準　　　　　       0.09％

利益剰余金基準　　       0.06％
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（2022年４月30日）
当第２四半期会計期間
（2022年10月31日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,860,698 8,187,985

売掛金 2,069,605 3,372,733

商品 488,875 728,510

その他 78,600 112,683

流動資産合計 8,497,779 12,401,913

固定資産   

有形固定資産 227,510 243,130

無形固定資産 8,410 32,162

投資その他の資産   

敷金 458,481 433,309

その他 161,143 176,748

投資その他の資産合計 619,625 610,058

固定資産合計 855,546 885,351

資産合計 9,353,326 13,287,264

負債の部   

流動負債   

買掛金 739,647 1,403,583

１年内返済予定の長期借入金 246,742 204,500

未払法人税等 1,054,313 1,408,877

その他 683,791 677,039

流動負債合計 2,724,494 3,694,000

固定負債   

長期借入金 310,089 216,127

固定負債合計 310,089 216,127

負債合計 3,034,583 3,910,127

純資産の部   

株主資本   

資本金 104,120 139,310

資本剰余金 2,476,034 2,511,224

利益剰余金 3,734,957 6,722,971

株主資本合計 6,315,112 9,373,506

新株予約権 3,630 3,630

純資産合計 6,318,742 9,377,136

負債純資産合計 9,353,326 13,287,264
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

 （単位：千円）

 
当第２四半期累計期間
（自2022年５月１日
至2022年10月31日）

売上高 11,973,010

売上原価 6,714,641

売上総利益 5,258,369

販売費及び一般管理費 ※ 947,694

営業利益 4,310,674

営業外収益  

受取利息 29

為替差益 8,688

その他 557

営業外収益合計 9,275

営業外費用  

支払利息 1,886

株式公開費用 7,867

その他 0

営業外費用合計 9,754

経常利益 4,310,195

税引前四半期純利益 4,310,195

法人税、住民税及び事業税 1,338,499

法人税等調整額 △16,316

法人税等合計 1,322,182

四半期純利益 2,988,013
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
当第２四半期累計期間
（自2022年５月１日
至2022年10月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 4,310,195

減価償却費及びその他の償却費 65,755

受取利息 △29

支払利息 1,886

為替差損益（△は益） △10,726

売上債権の増減額（△は増加） △1,303,128

棚卸資産の増減額（△は増加） △239,635

仕入債務の増減額（△は減少） 663,936

その他の資産の増減額（△は増加） △33,371

その他の負債の増減額（△は減少） △583

小計 3,454,300

利息の受取額 29

利息の支払額 △1,886

法人税等の支払額 △995,123

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,457,319

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △51,883

無形固定資産の取得による支出 △23,150

敷金の回収による収入 98

投資活動によるキャッシュ・フロー △74,934

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △136,204

株式の発行による収入 70,380

財務活動によるキャッシュ・フロー △65,824

現金及び現金同等物に係る換算差額 10,726

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,327,286

現金及び現金同等物の期首残高 5,860,698

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 8,187,985
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用

することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。

 

 

（四半期損益計算書関係）

　　　　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

当第２四半期累計期間

（自2022年５月１日

　　至2022年10月31日）

給料及び手当 337,879千円

地代家賃 124,307

支払報酬 89,113

租税公課 61,349

ソフトウエア費用 51,969

減価償却費 16,836

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
当第２四半期累計期間
（自2022年５月１日
至2022年10月31日）

現金及び預金勘定 8,187,985千円

現金及び現金同等物 8,187,985

 

 

（株主資本等関係）

当第２四半期累計期間（自　2022年５月１日　至　2022年10月31日）

１．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2022年６月８日に東京証券取引所グロース市場に上場いたしました。上場にあたり、2022年６月７日

を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株式の発行50,000株により、

資本金及び資本準備金がそれぞれ35,190千円増加しております。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間（自　2022年５月１日　至　2022年10月31日）

当社は、動画コンテンツ関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（収益認識関係）

当社は、動画コンテンツ関連事業の単一セグメントであり、主要な顧客との契約から生じる収益を分解した情報

は、以下のとおりであります。

 

 

当第２四半期累計期間
（自2022年５月１日

　 至2022年10月31日）

国内ライブストリーミング領域 1,697,618千円

国内コマース領域 4,258,267

国内イベント領域 1,010,356

国内プロモーション領域 1,638,762

NIJISANJI EN 3,078,771

その他領域（注） 289,235

顧客との契約から生じる収益 11,973,010

その他の収益 －

外部顧客への売上高 11,973,010

（注）その他領域には、インドネシア、韓国、中国でのVTuberビジネス等を含んでおります。

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 
当第２四半期累計期間
（自2022年５月１日

　　至2022年10月31日）

（１）１株当たり四半期純利益 99円66銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益（千円） 2,988,013

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 2,988,013

普通株式の期中平均株式数（株） 29,982,837

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 93円52銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益調整額（千円） －

普通株式増加数（株） 1,967,725

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業年度

末から重要な変動があったものの概要

－

（注）当社株式は、2022年６月８日に東京証券取引所グロース市場に上場したため、当第２四半期累計期間の潜在株式調

整後１株当たり四半期純利益は、新規上場日から当第２四半期会計期間の末日までの平均株価を期中平均株価とみ

なして算定しております。

 
 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年12月15日

ＡＮＹＣＯＬＯＲ株式会社

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 篠塚　伸一　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吹上　剛　　　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＡＮＹＣＯＬＯ

Ｒ株式会社の2022年５月１日から2023年４月30日までの第６期事業年度の第２四半期会計期間（2022年８月１日から2022

年10月31日まで）及び第２四半期累計期間（2022年５月１日から2022年10月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ＡＮＹＣＯＬＯＲ株式会社の2022年10月31日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全

ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

 

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する

事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論

付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準

拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、

構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
  

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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